
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャボン玉が持てる?! 
遊びの後、「どんな遊びをしていたの？」と話す時間を設けています。その中
で「しゃぼんだまをもっているおにいちゃんがいたの！」とのこと。どいうこと?!

と皆興味津々です。「明日やってみよう！」と話がまとまり、翌日の様子です。 

われちゃう。 

せんせい  
ちょっとてだして。 

だめだ… 

ふぅ～ 

ふぅ～ 

お友達の手にもしてみます。 

ふぅ～ 

われちゃう…

う 

われちゃうなぁ… 

われちゃう… 

みずたまりにできたやつをす
くったら持てるんじゃない?! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうして割れちゃうのかなぁ？ 
お兄ちゃんはどうして持てていたんだと思う？ 

失敗の連続でした。その日の遊びの後の話し合いの時間。 

つめがのびてい

たからじゃない？ 
てにばいきんが

いるからだ！ 

そうやな！ばいきんって
ちくちくしているもんな！ 

じゃぁ、てをあらったら 

いいんじゃない？ 

「膨らんでいるものにチクチクしている
ものが触れると割れる」という経験をし
たことがあったのでしょう。皆「そうか！」
と納得です。 

となれば…翌日。いざ実践！ 

てをあらう～♪ 

そうやな！ 

なんと。大成功です。 

自分達で考えて導き出した事を実践してみる。 
子ども達の表情はイキイキ・ワクワクしています。
日々の遊びの中で子ども達の「なぜ？」を引き出
し、皆で考える時間を大切にしていきたいです。 


